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治水・利水の不安を解消し、安定した河川の流況を確保して小瀬川流域周辺の産業の発達と

地域開発の推進を図るために平成３年に弥栄ダムは完成しました．ダムの総合点検とは、長期

的な経年変化の状況や構造物の内部の状態等に着目し、ダムの健全度について総合的に評価し、

その結果得られる維持管理方針を定期検査等に反映させ効果的・効率的なダムの維持管理を実

現することを目的に行うものです．弥栄ダムでは特に大きな問題は見られなかったが、所々で

劣化が見られているのでこれらの箇所に関して特に注意して管理を行っていきたいと考えてい

ます．
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1.  弥栄ダムの概要

 小瀬川流域は戦後相次ぐ水害に見舞われ、昭和26年10
月のルース台風では全川にわたって大被害を出しました。

昭和39年に小瀬川ダムが洪水防御を主目的に建設されま

したが、昭和47年7月に中国地方を襲った大洪水の惨状

により治水計画が全面的に改定されました。

一方、小瀬川に水源を依存するかんがい用水及び都市用

水はしばしば水不足をきたし、弥栄ダム建設以前ではお

おむね3年に1回の頻度で渇水調整、大幅な節水が余儀な

くされました．

これらの治水・利水の不安を解消し、安定した河川の流

況を確保して小瀬川流域周辺の産業の発達と地域開発の

推進を図るために弥栄ダムが必要とされました。

弥栄ダムは、洪水調節、都市用水の補給、流水の正常な

機能の維持及び発電の多目的ダムとして平成3年に完成

しました．

高さ120ｍ、堤体長540ｍ、堤体積155万m3の重力式コン

クリートダムです．

図１ 弥栄ダム（下流側）

2.  総合点検とは

ダムの総合点検は、長期的な経年変化の状況や構造物の

内部の状態等に着目し、ダムの健全度について総合的に

評価し、その結果得られる維持管理方針を日常管理や定

期検査等に反映させ効果的・効率的なダムの維持管理を

実現することを目的に行うものである．

ダム堤体の状況としては、ひび割れ等の状況を目視によ

り確認、ダムの変位量、ジョイント漏水量等から判断す

る．

ダムの基礎地盤の状況として、基礎排水孔における揚圧

力、漏水量とうから判断する．

洪水吐きなどの鉄筋コンクリート構造物の状況としては、

鋼材や鉄筋の腐食やコンクリートのひび割れ・剥離・剥

落、流水部の摩耗・損傷から判断する．

図２ ダム四面図



ダ ム 諸 元 弥 栄 ダ ム 

管 理 国土交通省 中国地方整備局 

完 成 平成 3(1991)年 3 月 

水系および河川名 小瀬川水系小瀬川 

所 在 地
左岸：広島県大竹市前飯谷 

右岸：山口県岩国市大字小瀬字二又 

目 的
洪水調節・流水の正常な機能の維
持・上水道用水・工業用水・発電 

ダ ム 諸 元

堤 体 形 式 重力式コンクリートダム 

堤 高 120.0m 

堤 頂 長 540.0m 

堤 体 積 1,550,000m3

堤 頂 標 高 EL.131.0m 

上 流 面 勾 配
鉛直（1：0.0） 

（フィレット部1：0.60） 

下 流 面 勾 配 1：0.80 

堤 頂 幅 8.0m

堤 体 基 礎 標 高 EL.11.0m 
貯 水 池 諸 元
集 水 面 積 301.0km2

湛 水 面 積 3.60km2

設 計 最 高 水 位
（ 設 計 洪 水 位 ）

EL.129.45m 

洪 水 時 最 高 水 位
（サーチャージ水位）

EL.128.00m 

平常時 最高貯水位
（ 常 時 満 水 位 ）

EL.106.00m 

最 低 水 位 EL.53.00m 
総 貯 水 容 量 112,000千m3

有 効 貯 水 容 量 106,000千m3

洪 水 調 節 容 量 58,000千m3

利 水 容 量 48,000千m3

堆 砂 量 6,000千m3

放 流 設 備 諸 元

常 用 洪 水 吐 き

主  ： 高 圧 ラ ジ ア ル ゲ ー ト 
B3.50m×H3.50m(3門) 
予 備 ： 高 圧 ロ ー ラ ー ゲ ー ト 
B5.834m×H6.41m(3門) 

非 常 用 洪 水 吐 き
クレストゲート（ラジアルゲート）
B9.50m×H11.50m(4門) 

低 水 放 流 設 備

主：ジェットフローゲート  
φ1.7m（1門） 
副：高圧スライドゲート     
B1.40m×H1.70m(1門) 

利 水 放 流 設 備

主(1 号)：ジェットフローゲート
1.5m(1門) 
主(2 号)：ジェットフローゲート
0.5m(1門) 
副   ：高圧スライドゲート
B1.20m×H1.50m(1門) 

選 択 取 水 設 備
円形多段式（シリンダーゲート）  
φ3.0m～φ4.2m 5段 

洪 水 調 節 方 式
一定率一定量方式： 

Qout= 300/2,300×(Qin-300)+300

計 画 高 水 流 量 2,600m3/s 

計 画 最 大 放 流 量 900m3/s 

ダム設 計洪水流量 4,050m3/s 

表１ 弥栄ダム諸元表 

3. 弥栄ダム総合点検の結果

 現地調査として堤体のクラック調査を行った．一部に

クラックや遊離石灰の溶出等が見られるがコンクリート

の劣化は進行していない。

図３ クラックマップ（下流面） 

図４ クラック及び遊離石灰の溶出 

監査廊内でもクラック、遊離石灰の溶出等が見られた

が安全性に問題は無い。 

図５ クラック及び遊離石灰の溶出（監査廊内） 



図６ クラックマップ（拡大）

表２ 弥栄ダムの健全度評価結果



４. 今後の点検方針

弥栄ダムは、中国地方で最後に在来工法（柱状ブ

ロック打設工法）で施工したダムである． 

また、右岸下流に岩滑りの課題があったため、右

岸を上流側に移動させた形状であり、断層処理を実

施している箇所がある． 

したがって、これらの箇所に関して特に注意して

管理を実施したい．


